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2011 年度展覧会開催報告
展示委員会
1) ウィリアム・バトラー・イェイツ展
期間：2011 年 5月 25 日（水）～6月 30日（木）
会場：総合学術情報センター2階展示室
主催：駐日アイルランド大使館・早稲田大学図書館
早稲田大学アイルランド文化研究所
協賛：日本イェイツ協会
ウィリアム・バトラー・イェイツ（William Butler Yeats 1865-1939）
は、近現代のアイルランド文学を代表する詩人・劇作家であり、
1923 年にその功績によりノーベル文学賞を受賞したことはよく
知られている。当館では、1966年5月に「イェイツと日本 生誕
百年記念展」を日本イェイツ協会との協賛で開催したが、今回
あらためてその存在を再確認する機会を得るにいたった。
アイルランド国立図書館では、イェイツの生涯と業績をまとめ
た展示を常設しており、日本でもより多くの人々に紹介したい
との意向から、日本語版のパネルとパンフレットを用意し、展
示可能な機関を探していた。当館には、清水重夫教授（法学
学術院）を通じて打診があり、駐日アイルランド大使館のアッシ
ュリン・ブレーデン氏らとの協議の結果、アイルランド文化研究
が盛んであり、なおかつアイルランド関係の展示の実績もある
本学での開催が決定した次第である。
会場では、イェイツの足跡を、青年期から晩年にいたるまで、
パネルにより時系列にふりかえるほか、イェイツ研究の泰斗で
ある尾島庄太郎名誉教授による翻訳書、研究書などを展示し
た。
2004 年 6 月には、同じくアイルランド出身の世界的文豪であ
る「ジェイムズ・ジョイス」展を開催したが、海外文学をテーマと
する展示は、当館では前例が少ないため、大変有意義な企画
であった。
2) 源氏物語 ～語り継がれる王朝絵巻～
〈九曜文庫公開記念展示〉
期間：2011 年 10 月 7日（金）～11月 30 日（水）
会場：総合学術情報センター2階展示室
世界最古の長編小説ともいわれる紫式部の『源氏物語』は、
いまなお多くの読者を魅了している。2008 年には「源氏物語
千年紀」を記念して、各地で様々なイベントが開催され、当館
でも翌 2009 年 5月に「源氏物語の絵と注釈」展を中古文学会
との共催で開催した。この際、展示資料の中心となったのが、
源氏物語研究で知られる中野幸一名誉教授所蔵の膨大なコ
レクション「九曜文庫」である。
2009年春、中野先生のご厚意により「九曜文庫」のうち『源氏
物語』を中心とした資料群が当館に寄贈され、2011年春より公
開を開始した。『源氏物語』やその研究、享受資料の写本や
版本、さらには画帖、絵巻、錦絵などの絵画資料まで幅広い
内容を含む資料群である。公開にあわせて記念展示を予定し
ていたが、東日本大震災の影響により、中止せざるをえなかっ
た。しかし、非常に多くの方々が注目している資料であり、ホー
ムカミングデー協賛企画として、上記日程で開催することとし
た。
反響は予想をはるかに上回り、盛況を極めた。その人気ぶり
から、11 月中旬までとした当初の会期を延長したほか、用意し
たカラーパンフレットも 2000 部すべてを配布しきった。学生、
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学内外の研究者はもちろんのこと、ホームカミングデーに伴う
来館者も含め、非常に多くの方にお愉しみいただくことができ
たと思う。
なお、2011 年 4 月には、古典籍総合データベース内に「源
氏物語～語り継がれる王朝絵巻～ 九曜文庫を中心として」
のポータルサイトを新規開設し、展示会場に設置した PC でも
案内した。資料の詳細な書誌情報、精細なカラー画像が閲覧
できるとあって、たくさんの方が端末に手を伸ばしていた。今後
も非常に多くの利用がのぞまれる。
3）バロン・サツマが来たァ！
〈薩摩治郎八関連資料受贈記念展示〉
期間：2012 年 3月 23 日（金）～5月 24日（木）
会場：総合学術情報センター2階展示室
薩摩治郎八（1901-1976）は東京駿河台の豪商の家に生ま
れ、早くに渡欧し、パリを拠点として戦前のフランス社交界で
華々しく活躍、莫大な私財を、現地で活動する多くの文化人
や日本から彼の地に渡る人々の支援のために費やした。「バ
ロン・サツマ」とは、そんな彼の破天荒にも見える振る舞いに与
えられた「称号」といってよいだろう。近年、複数の評伝が刊行
され、あらためてその生涯に注目が集まっている。
2011 年夏、徳島県立近代美術館に預けられていた関連資
料が、治郎八の令閨薩摩利子氏より当館に寄贈された。幼少
期から晩年までの治郎八の膨大な遺品は、自筆原稿、書簡、
写真、勲章、愛用品まで多岐にわたる。寄贈にあたっては、治
郎八の評伝を執筆されている小林茂本学名誉教授、江川佳
秀氏（徳島県立近代美術館）に多大なるご助力をいただい
た。
今回の展示にあたっては、薩摩家や治郎八の両親の記録、
彼にとって初の公的な文化事業となったジル＝マルシェックス
のピアノ演奏会のポスター、最初の妻千代（1907‐1949）とのヨ
ーロッパでの活動の足跡、パリ国際大学都市日本館に関する
資料などを中心に100点余を選定した。愛用した食器、靴、時
計、ステッキなども、所狭しと会場に並び、治郎八の息遣いが
聞こえてきそうな内容であった。
より多くの方々にご覧いただくべく、会期をあらかじめ 2 ヶ月
に設定しておいたが、終始来場者が途切れることはなかった。
美術史や文学などに関心のある方はもちろんのこと、そうでな
くとも、その刺激的な生涯を目の当たりにしていただけたと思
う。
